
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を

　
　
　
　
　申
し
上
げ
ま
す

　鳴
尾
連
合
自
治
会

　会
長

　川
崎

　洋
光

　
新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
初
め
に
あ
た

り
、
ご
家
族
ご
一
同
さ
ま
の
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は「
午う

ま
」年
で
あ
り
ま
す
。

午
は
前
向
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
成

功
、
繁
栄
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

日
本
人
に
長
く
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
常
に
前
進
し
、
後
ろ
を
振

り
返
ら
ず
前
へ
進
む
動
物
で
あ

り
、
そ
の
姿
は
夢
に
向
か
っ
て
突

き
進
む
人
の
象
徴
と
い
わ
れ
、
挑

戦
、
目
標
、
飛
躍
と
、
ま
さ
に
理

想
の
干え

支と

で
あ
り
ま
す
。
願
を
か

け
る
存
在
、
福
を
呼
ぶ
動
物
で
あ

り
ま
す
。

　
昨
年
は
西
宮
市
制
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
大
き
な
節
目
の
年
で
し

た
。
先
人
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
鳴

尾
の
地
を
、
今
日
、「
鳴
尾
は
一
つ
」

の
言
葉
で
住
み
よ
い
、
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
街
と

な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
各
地
で
市
制�

１
０
０
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
鳴
尾
連
合
自
治
会
も
石
井
登

志
郎
市
長
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
鳴
尾
連
合

自
治
会
の
活
動
が
、
一
定
の
評
価

を
さ
れ
た
も
の
と
う
れ
し
さ
を
感

じ
る
と
と
も
に
、さ
ら
に
前
進
し
、

街
の
発
展
に
力
を
注
い
で
い
く
所

存
で
す
。

　
鳴
尾
地
域
に
は
、
ま
だ
ま
だ
改

善
す
べ
き
事
柄
も
あ
る
た
め
、
関
係

機
関
と
も
協
議
し
、
安
全
・
安
心

を
よ
り
向
上
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
今
、
武
庫
川
女
子
大
学
が
男

女
共
学
に
な
る
と
か
、
中
学
校
の

ク
ラ
ブ
活
動
が
地
域
に
移
行
す
る

と
か
、
阪
神
電
鉄
が
自
動
運
転
バ

ス
の
本
格
的
な
走
行
テ
ス
ト
を
行

っ
た
り
、
現
在
も
継
続
し
て
道
路

な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い
た
り

と
、
鳴
尾
地
域
の
環
境
が
変
化
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
鳴
尾
連
合
自
治

会
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
役
員
一
同
が
今
年

の
干
支
「
午
」
の
よ
う
に
前
向
き

に
物
事
を
考
え
、
今
の
世
に
合
っ

た
新
し
い
感
覚
で
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
自
然
災
害
に
対

す
る
安
全
性
を
よ
り
高
め
る
た
め

の
努
力
を
、
地
域
住
民
と
協
力
し

て
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
今
年
も
、
鳴
尾
連
合
自
治
会
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鳴
尾
西

　前
田
文
信

高
須　廣

田
久
榮

南
甲
子
園

　青
石

　弘

甲
子
園
浜

　柳
生
美
登
里

　編
集
委
員
に
な
っ
て
13
年
目
。

今
年
も
鳴
尾
地
域
の
魅
力
を
取
材

し
て
伝
え
た
い
。

鳴
尾
東

　山
本
信
行

　今
年
も
幅
広
い
世
代
の
方
々
に

読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

小
松　奥

野
尚
美

　地
域
を
愛
す
る
皆
さ
ま
の
気
持

ち
を
つ
な
ぐ
誌
面
に
な
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。鳴

尾
北

　徳
岡
か
お
り

　地
域
の
笑
顔
を
つ
な
ぐ
誌
面
を

目
指
し
ま
す
。
本
年
も
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

鳴
尾
北

　梅
本
信
二

　老
若
男
女
、
誰
も
が
楽
し
め
る

誌
面
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　本
年
も
、
高
須
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　各
地
区
内
の
出
来
事
を
発
信
す

る
ペ
ー
ジ
で
す
。
良
き
情
報
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 　旧

年
中
は
地
域
情
報
誌
『
宮
っ
子
』
の
取
材
、

編
集
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　本
年
も「
地
域
と
地
域
」「
人
と
人
」「
地
域
と
人
」

を
「
つ
な
ぐ
」「
つ
な
い
で
い
く
」
と
い
う
思
い

で
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　地
域
情
報
誌
『
宮
っ
子
』

　
　
　
　
　
　
　
　鳴
尾
編
集
委
員
一
同

　う
み
望
む
ま
ち
中
鳴
尾
の 

 

ど 

こ
に
行
っ
て
も
し
ゃ
真
撮
る
。

さ
ぁ
、
あ
な
た
も
一
緒
に
編
者
委
員
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　現在の鳴尾川は、枝川町と高須町に挟まれた鳴尾地域の南端
に位置します。その名から地域の中央を堂々と流れていく大きな
川を考えますが、実際は緑地公園南から河口までわずか1kmほど
しかなく、船溜まりの印象です。
　今回、この波静かな船溜ま
りを眺めながら、両岸で起き
た地域の多くの出来事をさか
のぼって、鳴尾川を考えてみ
ましょう。

　
鳴
尾
川
は
尼
崎
港
管
理
事
務
所

が
管
理
し
て
お
り（
西
宮
市
で
は
な

く
、
兵
庫
県
の
管
理
に
な
っ
て
い

ま
す
）、
管
理
区
分
で
も
川
と
し
て

で
は
な
く
、
海
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は（
株
）鳴
尾
マ
リ
ー
ナ
と

西
野
渡
船
の
船
着
き
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
周
り
は

終
日
、
閑
散
と
し
て
い
ま
す
。

　
隣
接
す
る
鳴
尾
緑
地
公
園
は
、

平
成
10（
1
9
9
8
）年
10
月
の
台

風
10
号
に
よ
る
鳴
尾

川
か
ら
の
高
潮
浸
水

事
故（
水
門
が
閉
め

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
浸
水
被
害
）後
、
船
溜
ま
り

部
の
埋
め
立
て
跡
に
で
き
ま
し
た
。

公
園
内
に
は
案
内
板
も
な
い
ま
ま
、

何
か
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
よ
う
に
当

時
の
水
門
跡
が
ひ
っ
そ
り
と
立
っ

て
い
ま
す
。

鳴
尾
川
の
成
り
立
ち

　
古
地
図
の
北
郷
用
水
・
北
川
用

水
水
路
図
で
当
時
の
鳴
尾
川
を
見

る
と
、
２
本
の
支
流
が
合
流
し
て

い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
1
本
が

現
在
の
鳴
尾
新
川
で
、
も
う
1
本

は
鳴
尾
八
幡
神
社
の
横
か
ら
、
当

時
の
鳴
尾
村
の
中
心
を
流
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
こ
の
水
路
が
鳴
尾

川
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
は
と
考

え
ま
す
。

　
ま
た
、
地
図
を
よ
く
見
る
と
、

「
悪
水
樋
」
と
小
さ
く
書
か
れ
て

い
ま
す
。「
悪
水
」
と
は
、
現
在

で
い
う
生
活
排
水
や
汚
水
で
、
村

の
中
心
を
流
れ
る
水
路
は
そ
の
悪

水
が
接
続
さ
れ
て
い
て
、
網
の
目

の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
灌か

ん
漑が

い

用
水
路
と
村
の
中
心
か
ら
排
出
さ

れ
た
生
活
排
水
は
２
本
の
経
路
で

鳴
尾
川
か
ら
海
に
流
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。

　
当
時
の
人
々
の
生
活
に
は
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
公
共
イ
ン
フ
ラ

設
備
だ
っ
た
の
で
す
。

鳴
尾
村
の
発
展
と
と
も
に

　
鳴
尾
の
地
が
大
き
く
発
展
し
た

要
因
の
一
つ
は
、
江
戸
初
期
に
武

庫
川
の
連
続
堤
が
整
え
ら
れ
、
新

田
開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　
鳴
尾
川
も
両
岸
の
新
田
開
発
で

流
域
面
積
が
大
き
く
広
が
り
ま
し

た
。
灌
漑
用
水
と
生
活
排
水
の
放

流
か
ら
、
多
く
の
物
資
を
や
り
取

り
す
る
船
着
き
場
と
し
て
利
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
鳴
尾
地
域
沿
岸
部
の
さ
ま
ざ
ま

な
物
資
を
鳴
尾
川
に
運
び
、
小
舟

で
沖
に
待
つ
樽た

る

廻か
い

船せ
ん
な
ど
の
大
型

の
船
に
積
み
込
ん
で
い
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
明
治
の
時
代
を
迎
え
る
と
鳴
尾

村
の
発
展
と
と
も
に
、
鳴
尾
川
は

よ
り
大
き
な
注
目
を
集
め
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
綿
作
を
中
心
と
し
た
産
業
の
発

展
に
よ
り
、
鳴
尾
川
は
運
河
や
船

着
き
場
と
し
て
、
そ
の
重
要
性
を

増
し
て
い
き
ま
し
た
。

現在の鳴尾川

鳴
尾
川
を
訪
ね
て

　コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク

　鳴
尾
町
4
丁
目
の
緑
地
に

あ
る
法
華
塔
の
案
内
文
に
、

新
田
開
発
と
鳴
尾
川
が
善
教

寺
裏
ま
で
入
り
込
ん
で
い
た

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

現在の臨港線

鳴尾川

善教寺

江戸時代の北郷用水・北川用水水路図

現在の鳴尾支所

★★
★
★

★悪水樋

●診療科目　内科　循環器内科　消化器内科　血液内科　糖尿病 ・内分泌内科　腫瘍内科　腫瘍精神科　腎臓内科

人工透析　内科　呼吸器内科　外科　消化器外科　小児外科　乳腺・内分泌外科　呼吸器外科　肛門外科　ペインクリニック外科

整形外科　リハビリテーション科　皮膚科　形成外科　泌尿器科　小児科　耳鼻いんこう科　眼科　産婦人科　放射線科　麻酔科

臨床検査科　病理診断科　救急科　歯科　歯科口腔外科

医療法人信和会　明和病院
〒663-8186　兵庫県西宮市上鳴尾町 4-31
TEL　　 0798-47-1767( 代表 )
　　　　 ０570-0-89470( 患者さん専用 )
ホームページ　https://www.meiwa-hospital.com

親切で信頼される病院を目指します
めいわリハビリテーション病院 /
明 和 キ ャ ン サ ー ク リ ニ ッ ク /
エレガーノ西宮･めいわクリニック/
訪問看護センター明和 / 居宅
介護支援事業所　併設

広告
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明
治
34
（
1
9
0
1
）
年
、
鳴

尾
辰
馬
家
の
辰
馬
列れ
っ

叟そ
う

翁
は
、
そ

の
遺
言
で
「
鳴
尾
川
を
掘
立
運
河

と
し
、
縦
横
に
枝
川
の
運
河
を
開

通
さ
せ
、
海
陸
の
物
資
を
自
由
自

在
に
運
搬
さ
せ
る
事
が
で
き
れ
ば

…
」
と
、
鳴
尾
川
を
陸
側
へ
掘
り

進
め
、
船
舶
に
よ
る
流
通
を
盛
ん

に
し
て
鳴
尾
地
域
発
展
の
重
要
拠

点
に
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
軍
馬
の
育
成
と
奨
励

を
目
的
に
、
国
策
と
し
て
東
岸
に

鳴
尾
速は

や
歩あ

し
競
馬
会
、
西
岸
に
関
西

競
馬
倶
楽
部
の
二
つ
の
競
馬
場
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
に
、

両
岸
の
広
大
な
農
地
は
競
馬
場
に

転
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
軍
馬
育
成

が
目
的
と
は

い
え
、
娯
楽

と
し
て
競
馬

が
行
わ
れ
る

と
、
熱
狂
し

た
多
く
の

人
々
が
各
地

か
ら
鳴
尾
村

に
集
ま
り
、

活
況
を
見
せ

ま
し
た
。

　
程
な
く
、

二
つ
の
競
馬

場
は
統
一
さ

れ
、
廃
止
と

な
っ
た
東
岸

の
競
馬
場
跡

地
は
、
一
時

期
ゴ
ル
フ
場

に
な
り
ま
し

た
が
、
地
主
だ
っ
た
鈴
木
商
店
の

解
散
に
よ
り
、
川
西
航
空
機
製
作

所
に
売
却
さ
れ
ま
し
た
。

　
時
代
は
徐
々
に
戦
時
体
制
が
色

濃
く
な
り
、
西
岸
に
は
海
軍
の
滑

走
路
が
で
き
ま
し
た
。
鳴
尾
村
は

企
業
城
下
町
と
し
て
、
農
業
地
帯

か
ら
住
宅
地
へ
と
、
そ
の
姿
を
変

え
て
い
っ
た
の
で
す
。

戦
火
か
ら
戦
後
へ

　
戦
争
末
期
に
は
、
こ
れ
ら
の
施

設
を
目
標
と
し
た
米
軍
の
激
し
い

爆
撃
を
受
け
、
鳴
尾
川
は
川
面
に

炎
を
写
し
、
両
岸
は
火
の
粉
の
中

を
逃
げ
惑
う
人
た
ち
の
叫
び
声
で

あ
ふ
れ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
終
戦
を
迎
え
る
と
、
鳴
尾
地
域

は
工
業
地
帯
か
ら
商
業
地
域
、
住

宅
地
へ
と
変
貌
し
、
東
岸
の
川
西

航
空
機
製
作
所
は
や
が
て
武
庫
川

団
地
に
、
西
岸
の
飛
行
場
は
浜
甲

団
地
と
な
り
ま
し
た
。

　
鳴
尾
川
は
、
運
河
と
し
て
の
使

命
を
終
え
ま
し
た
。
明
治
、大
正
、

昭
和
と
、
鳴
尾
川
両
岸
に
華
々
し

く
造
ら
れ
た
大
型
施
設
が
、
時
代

と
と
も
に
姿
を
消
し
て
ゆ
く
様
を

見
続
け
て
、
鳴
尾
川
は
ど
の
よ
う

に
思
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
今
回
、
駆
け
足
で
農
業
地
帯
か

ら
工
業
地
帯
、
商
業
地
域
、
そ
し

て
住
宅
地
へ
と
、
鳴
尾
川
の
両
岸

の
移
り
変
わ
り
を
さ
か
の
ぼ
り
ま

し
た
。

♦︎参考文献
『鳴尾村誌』『西宮市史第二巻』
♦︎資料提供
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兵庫県尼崎港管理事務所・業務管理課

　コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク

　競
馬
場
正
門
へ
の
道
路
と

し
て
造
ら
れ
た
1
本
の
道
が
、

現
在
の
本
郷
学
文
筋
で
す
。

昭和9（1934）年ごろの鳴尾川両岸

鳴尾競馬場 豊年製油

ゴルフ場

川西航空機製作所鳴尾川

昭和36年頃の飛行場跡昭和36年頃の飛行場跡

飛行場跡飛行場跡

鳴尾川鳴尾川

広告

● 甲子園本店（学文殿町1-8-19） TEL.0798（47）4958
● 甲 東 園 店（上大市1-6-32）　 TEL.0798（54）3439
● 甲子園口店（甲子園口北町2-27）TEL.0798（62）3450
● コロワ甲子園店（甲子園高潮町3-3-1階）TEL.0798（56）8477
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　昨年10月25日、小松北町子ど
も部の企画で「北町ハロウィン
ウォークラリー」が開催されまし
た。親子で仮装して街を歩き、ポ
イントでお菓子を配るのは、登下
校の見守り隊や地域の皆さん、老
人ホームの皆さんです。小松北
町が一つにつながり、子どもたち
も参加者も笑顔でいっぱいにな
りました。
　また、翌26日には、子ども食堂
「まきちゃんち」イベントとして、仮装して公園の清掃とハロ
ウィンパーティーを行う企画がありました。あいにくの雨で

清掃はできませんでしたが、
パーティーは大いに盛り上が
りました。
　さらに、小松商店街でもハロ
ウィンイベントが企画されて
いましたが、雨のため中止に。
それでもハロウィンが地域を
つなぐイベントになってきて
います。

頑張れ！上田の名人たち

　戦後80年。この平和な鳴尾地域にも、かつての戦
争の爪痕が残されていました。
　80年前、鳴尾村は計８回の空襲を受けました。中でも８
月５日の深夜から６日の未明にかけて、爆撃機B29の130
機もの大編隊が鳴尾村の上空に飛来し、徹底的な攻撃を受
けて村は焦土と化しました。この日だけで鳴尾地域では
125人の尊い命が失われ、逃げ遅れた人がこの橋の上で折
り重なって亡くなったと伝えられています。
　その時に被弾した橋の痕跡側壁は昨年8月24日、「戦争遺
跡」として、近くの学文殿公園に移設されました。

戦後80年　鳴尾に残る戦争の記憶戦後80年　鳴尾に残る戦争の記憶
(本郷学文筋・橋の側壁移設保存)(本郷学文筋・橋の側壁移設保存)

　昨年11月２、３日の連休に、上田自治会主催によ
る「第13回秋の手作り展」が上田公会堂で開かれました。
　出展の最高齢は90歳ですが、第10回をピークに、最近は
高齢化で出展作品は年々少なくなってきているようです。
　展示作品は絵
画、手芸、洋裁から
パッチワークな
ど、そのジャンル
の幅と見事さは必
見の価値ありと感
動します。聞けば、
さまざまな展覧会
で受賞されている
人たちの作品がた
くさん出展されているとのこと。レベルの高さに思わず納
得です。
　来場者は延べ約200人で、安定した人気があるようです
が、こちらも高齢化が進み、「夫は見に行っていますが、自
分は足が悪くて２階の会場まで行けない」と寂しそうに話
す女性もいました。

小
松

移設中

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

（
高
須
校
区
は

（
高
須
校
区
は
22
小
学
校
）で

小
学
校
）で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

移設後 移設前

まきちゃんちのハロウィンパーティー

北
町
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

鳴
尾
東

鳴
尾
北

小松のハロウィン！

ハイレベルな作品群

広告

西宮若草郵便局 局長 片山久恵木下哲一
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　明治6（1873）年に創立された鳴尾小学校の第
153回運動会が、昨年10月18日に開催されました。
　鳴尾地域で最も長い歴史を持つ同校ですが、近年は校区
内の少子化が進み、各学年2クラス編成となっています。そ
れでも当日は、「みんな　なかよく　力いっぱい」をスロー
ガンに、子どもたちは保護者や地域の皆さんの声援を受け
ながら、元気いっぱいで競技に取り組みました。

　西宮市と阪神電気鉄道は、持続可能
な交通体系の構築とみんなが暮らしや
すく、お出かけしたくなるまちの実現
を目指し、次世代モビリティーの実現
化に向けた取り組みを行っています。

　すでに、自動運転EVバス実証実験が
昨年10月8日から今年２月中旬まで行
われています。乗車ご希望の方は右下
の二次元コードからお申し込みくださ
い。なお、当日空席があれば予約せずに
乗車可能です。

　あいにくの空模様の昨年10月26日、「赤胴車マルシェ」
「子どもフェスタ」「フリーマーケット」が規模を縮小して
開催されました。この日を楽しみにしていた大勢の子ども
たちは、ふれあい動物園など、お目当てのブースで思い思
いに楽しんでいました。
　「クロネコヤマト『こども交通安全教室』」には多くの親子が
参加し、横断歩道の正しい渡り方を学んだり、EV車の車内を
見学したりしました。
運転席に座った男の子
は、満面の笑みを浮か
べていました。スタッ
フは「保育所や小学校
などにも訪問して交通
安全教室を行ってお
り、年齢に応じてエコ
対策の話もしていま
す」と話していました。

高
須

参考：阪神電気鉄道 (株 ) 都市交通計画部発行パンフレットより※★印は、阪神バスの既存停留所と共通

○

走行中のEVバス

保
護
者
や
地
域
の
温
か
い
声
援
に
包
ま
れ
て

こども安全教室に参加した3歳の男の子
と両親

予告：１月11日（日）「どんど焼き」高須西小学校校庭

鳴
尾
西

甲
子
園
浜

南
甲
子
園

N

阪神電車甲子園駅

阪神高速3号神戸線

至
久寿川駅

阪神甲子園球場

★ららぽーと
甲子園南

★甲子園八番町

★武庫川女子大
薬学部前

★南甲子園
　一丁目

西宮市立
南甲子園
小学校

武庫川
女子大学
薬学部

★南甲子園
　二丁目

浜甲子園
三丁目西 浜甲子園

三丁目東 浜甲子園
二丁目南 浜甲子園

駐車場前 浜甲子園
なぎさ街

HAMACO:
LIVING前

ツルハ
ドラッグ

ライフ

武庫川女子大
附属中高東
武庫川女子大
附属中学校・
高等学校

浜甲子園運動公園

至
鳴尾・武庫川
女子大前駅

ららぽーと甲子園

中
津
浜
線

甲
子
園
筋

臨港線

甲子園 SMART 　　 LINEECOECO
自�動運転 EVバス実証実験が�
南甲子園地区・甲子園浜地区で行われています

詳しくは下記の
二次元コードから�
確認できます。

鳴尾小学校の第153回運動会 雨の中でも元気いっぱい雨の中でも元気いっぱい
学んで遊んで楽しい1日！学んで遊んで楽しい1日！

広告
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「鳴尾地域をつなぐ」

コミュニティー④

　鳴尾には、地域をつなぐためにさまざまな活
動を行っている「コミュニティー」や「つどい場」
が多くあります。このコーナーでは「人と人」「地
域と地域」をつなぎ、地域づくり・まちづくり・
地域の活性化に取り組んでいる人や団体を紹介
します。
　今回は鳴尾八幡神社を拠点に活動している学
生中心のボランティアグループ「しんめたい」を紹介します。
　グループ名は「神

しん
馬
め
」「新芽」の文字から「しんめたい」と名付けました。中

学生から大学生まで男女120人以上が所属し、子ども向けのイベントや地域
行事の運営を通して、地域との「つながり」と「輪」を広げています。

地域をつなぐ学生ボランティアグループ

（武庫川女子大学公認サークル）

「しんめたい」「しんめたい」

小
さ
な
輪
か
ら
広
が
っ
た

大
き
な
つ
な
が
り

　
令
和
５
年
６
月
、
わ
ず
か
６
人

の
学
生
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
3
年

目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で

す
。
そ
の
後
、
武
庫
川
女
子
大
学

の
公
認
を
受
け
、
正
式
な
サ
ー
ク

ル
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

は
他
大
学
の
男
女
の
学
生
も
多
く

い
ま
す
。

　
鳴
尾
八
幡
神
社
「
奉
仕
会
」
の

皆
さ
ん
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
心
構
え
や
地
域
と
の
関
わ
り
方
、

イ
ベ
ン
ト
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

を
学
び
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て
貴

重
な
経
験
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
神
社
と
い
う
と
、
宗
教
的
な
印

象
を
持
つ
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、「
し
ん
め
た
い
」
は
宗

教
と
は
関
係
な
く
、
地
域
貢
献
を

目
的
と
し
た
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
共
に
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
時
間
を

　
神
社
以
外
の
活
動
に
も
力
を
注

ぎ
、
地
域
と
の
輪
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
9
月
に
は
、
鳴
尾
駅
前
公

園
で
「
し
ん
め
た
い
」
主
催
の
イ

ベ
ン
ト
「
と
び
だ
せ
! 　

青
空
教

室
」
を
主
催
し
、
神
社
以
外
で
の

活
動
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
週
末
に
は
清
掃
活
動
を

行
い
、
地
域
と
の
交
流
を
深
め
、

さ
ら
に
神
社
の
「
鎮
守
の
森
市
」

や
「
賑に

ぎ
わ
い
行
事
」
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
通
し
て
、
地
域
の
人
、
子

ど
も
た
ち
な
ど
と
ふ
れ
あ
う
機
会

を
多
く
持
ち
ま
し
た
。
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
や
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
、
活
動
の
原
動

力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
の
世
代
へ
、

地
域
の
思
い
を
つ
な
ぐ

　
今
後
は
、
年
末
年
始
の
神
社
行

事
（
振
る
舞
い
酒・と
ん
ど
焼
き
）

の
手
伝
い
や
駅
前
イ
ベ
ン
ト
第
２

弾
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
発
足
当
初
の
メ
ン
バ

ー
が
卒
業
を
迎
え
る
中
で
、
新
た

に
中
・
高
生
に
も
参
加
を
呼
び
か

け
、
将
来
的
に
は
、
地
域
の
核
と

し
て
貢
献
で
き
る
団
体
に
し
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
他
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
と
の
協
働
や
新
し
い
地

域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
挑
戦
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

誰
で
も
気
軽
に
ち
ょ
っ
と
参
加
・

手
伝
い
が
で
き
る
場

　「
し
ん
め
た
い
」
は
、
学
生
の

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
自
主
性
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
、
週
末
や

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
、
気
軽
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
、「
し
ん
め
た
い
」
の
活
動

を
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
阪
神
甲
子
園
球
場
の
南
側
通
り
、

甲
子
園
筋
か
ら
中
津
浜
線
ま
で
の

間
に「
ホ
ー
ム
ラ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
」

と
い
う
愛
称
が
付
き
ま
し
た
。
こ

の
通
り
よ
り
西
側
は「
酒
蔵
通
り
」

と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年

に
甲
子
園
素す

盞さ
の

嗚お

神
社
で

行
わ
れ
た「
甲

子
園
1
0
0

年
ま
つ
り
」

で
、「
甲
子
園

町
の
通
り
に
は
名
前
が
な
い
の
で
、

道
案
内
の
と
き
に
愛
称
が
あ
る
と

説
明
し
や
す
い
で
す
ね
」
と
い
う

声
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　「
名
前
を
つ
け
よ
う
実
行
委
員

会
」
が
発
足
し
、
翌
年
の
甲
子
園

ま
つ
り
で
の
発
表
を
目
指
し
、
昨

年
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
名
称

を
募
集
。
町
内
３
店
舗
に
設
置
し

た
応
募
箱
に
寄
せ
ら
れ
た
4
0
0

通
以
上
の
中
か
ら
上
位
３
案
を
選

び
、
10
月
10
日
ま
で
の
決
選
投
票

に
は
4
3
0
票
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
10
月
19
日
の「
甲
子
園
ま
つ
り
」

当
日
、
正
式
に
発
表
。
こ
れ
か
ら

地
域
に
親
し
ま
れ
る
愛
称
と
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

甲
子
園
町
の
通
り
に

　
　
愛
称
が
付
き
ま
し
た

縁日で子どもたちと交流する
学生メンバー

この通りがホームランストリート

鳴尾駅前公園でのイベント

しんめたいキャラクター

Instagram：@shinmetai
（活動の様子やイベント情報
を随時発信中！）
問い合わせはインスタグラ
ムにDMをお願いします
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地
域
で
子
ど
も
を
支
え
る
仕
組
み

　「
甲
浜
さ
さ
え
隊
」
は
、
甲
子

園
浜
小
学
校
児
童
を
地
域
で
支
え

る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
同
小
学
校
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組

み
の
一
つ
で
、
児
童
が
学
校
や
地

域
で
の
活
動
時
に
支
援
が
必
要
な

場
合
、
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
を
使

用
し
て
、
推
進
員
が
隊
員
に
呼
び

か
け
る
仕
組
み
で
す
。

　
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
に
は
、
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
で
参
加
で
き
、
小
学
校

児
童
の
保
護
者
の
ほ
と
ん
ど
が
加

入
。
地
域
の
人
も
含
め
、
現
在
５

５
０
人
ほ
ど
の
登
録
が
あ
り
ま

す
。
活
動
内
容
は
学
校
の
園
芸
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
学
校
の
図
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
イ
ベ

ン
ト
の
お
手
伝
い
、
児
童
登
下
校

の
見
守
り
「
見
守
り
隊
」、
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
の
案
内
な
ど
で
す
。

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

て
、
無
理
の
な
い
形
で
参
加
で
き

ま
す
。

″
地
域
の
力
〟
が
子
ど
も
た
ち

の
学
び
を
支
え
る

　
甲
子
園
浜
小
学
校
は
、
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
を
目
指
し
、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
、

地
域
、
保
護
者
、
学
校
が
協
力
し

な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
育

ち
を
支
え
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
学
び
の
成
長
に
つ
な
が
る
「
こ

ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
と

い
う
声
を
、
学
校
や
保
護
者
か
ら

聞
き
取
り
、
地
域
と
つ
な
ぎ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
や
活
動
の
調
整

を
し
て
い
る
の
が
「
地
域
学
校
協

働
活
動
推
進
員
」
で
す
。

《
現
在
、
甲
浜
さ
さ
え
隊
を
募
集
中

で
す
。》

　「
こ
ま
つ
ふ
れ
あ
い
動
物
園
」

が
昨
年
11
月
１
日
、
小
松
幼
稚
園

運
動
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
、
小
松
幼
稚
園
は
休
園
中
で
、

「
こ
の
場
所
を
も
う
一
度
地
域
の

皆
さ
ま
で
に
ぎ
や
か
に
し
た
い
」

「
阪
神
パ
ー
ク
な
ど
の
周
辺
の
動

物
園
が
閉
園
す
る
中
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
に
動
物
と
触
れ
合
う
機

会
を
提
供
し
た
い
」と
の
思
い
で
、

小
曽
根
町
で
子
ど
も
食
堂
を
開
催

し
て
い
る
岸
麻
希
さ
ん
が
企
画
。

小
松
小
学
校
区
７
自
治
会
の
会
長

で
構
成
す
る
小
松
自
治
連
絡
協
議

会
が
賛
同
し
、
共
催
と
し
て
実
施

に
至
り
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
体
験
枠
は
、
50
組
５

回
交
代
制
で
事
前
予
約
が
必
要
で

受
け
付
け
開
始
わ
ず
か
３
時
間
で

埋
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
前
日
は

大
雨
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
当
日
は
一
転
、
さ
わ
や
か
な
秋

晴
れ
の
下
、
運
動
場
い
っ
ぱ
い
に

ウ
サ
ギ
や
モ
ル
モ
ッ
ト
に
ヒ
ヨ
コ
、

イ
グ
ア
ナ
や
キ
ン
グ
ス
ネ
ー
ク
の

爬は

虫ち
ゅ
う

類
に
、
ポ
ニ
ー
や
ヤ
ギ
な
ど

多
く
の
動
物
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
大
興

奮
！
　
初
め
て
触
る
動
物
に
、
最

初
は
お
っ
か
な
び
っ
く
り
で
し
た

が
、
見
守
る
保
護
者
の
笑
顔
に
安

心
し
て
徐
々
に
動
物
と
の
距
離
が

近
づ
い
て
い
き
ま
す
。そ
の
様
子
に
、

子
ど
も
食
堂
ス
タ
ッ
フ
や
地
域
を

挙
げ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
自
治

会
長
た
ち
も
み
ん
な
笑
顔
で
し
た
。

見守り隊「行ってらっしゃい」

触れるかな？

ご飯食べてね！

ヒヨコ、逃げないで！

小
松
に
動
物
園
が
や
っ
て
き
た

小
松
に
動
物
園
が
や
っ
て
き
た
‼‼

　
　
　

　
　
　

～
こ
ま
つ
ふ
れ
あ
い
動
物
園
開
催

～
こ
ま
つ
ふ
れ
あ
い
動
物
園
開
催
‼‼
～～

地域で子どもを支える
甲浜ささえ隊

広告

甲子園で野球ができる!?
バーチャルバッティングセンター

※球場写真はイメージです。

CGで完全再現した阪神甲子園球場で
ピッチングやバッティングを楽しもう!!

詳しい営業情報は公式HPよりご確認ください。

ビースタジアム甲子園 検 索

［営業時間］��：��～��：�� 
　　　　　　　※�月～��月は��：��～��：��  ※催し物により変動します。　

［休 業 日］月曜日（試合開催日、祝日を除く）、年末年始 
　　　　　　　※上記の他、メンテナンス等のため休業となる場合があります。

阪神甲子園球場南隣 甲子園プラス�F

TEL.����-��-����

■宮っこ広告　H45mm×W181mm　　　2025.11.21（第1校）
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鳴尾地区５公民館の講座案内 【★�は申し込みが必要。いずれも先着順。特に表記がな
ければ来館受け付け。材料費は受け付け時徴収】

●
な
る
お
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
●

 

な
る
お
会
館
文
化
祭 
 

舞
台
発
表  

…
３
階
集
会
室

　
３
月
８
日（
日
）10
時
～
15
時
ご
ろ

 

作
品
展
示  

…
２
月
20
日（
金
）
～

　
３
月
15
日（
日
）９
時
～
16
時

前
半
の
部・後
半
の
部
で
、作
品
を

変
え
て
展
示
。月
曜
は
休
館
日
で
す
。

 

生
涯
学
習
鳴
尾
大
学
学
生
募
集 

期
　
間
…
４
月
～
翌
年
２
月

定
　
員
…
80
人

受
講
料
…
無
料

入
学
資
格
…
鳴
尾
地
域
在
住
で
満

60
歳
以
上
の
人
。た
だ
し
、令
和
６
、

７
年
度
卒
業
生
は
除
く
。

 

な
る
お
会
館
趣
味
教
室
生
徒
募
集  

期
間
…
４
月
～
翌
年
３
月

�

（
８
月
を
除
く
）

教
室
名
…
太
極
拳
A・B
、絵
画（
水

彩
）、み
ん
な
の
歌
、書
道
、子
ど
も

英
語
、初
心
者
囲
碁
、俳
句
。

場
　
所
…
な
る
お
会
館

資
　
格
…
鳴
尾
地
域
在
住
の
人

年
会
費
…
3
5
0
0
円

 

申
込
方
法 

…
往
復
は
が
き
に
教

室
名
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番

号
を
記
入
の
上
、

〒
6
6
3-

8
1
8
4

西
宮
市
鳴
尾
町
３
丁
目
８-

７

な
る
お
会
館
ま
で
。

締
め
切
り
…
２
月
28
日（
土
）必
着
。

主
催
…
公
益
財
団
法
人
鳴
尾
会

問い合わせ先　なるお会館 ☎0798-46-8200（祝日を除く火～金曜日、９～16時）

月 日 曜日 時　　間 内　　　　　　容 講　　　　　師 問い合わせ先

１ 21 水 13:30～15:00 「鳴尾寄席」～落語でお楽しみください～定員：130人　当日受け付け 笑福亭　喬介 鳴尾公民館
℡47－3838

２ ７ 土 13:30～15:00 「和太鼓演奏」～和太鼓演奏と太鼓の体験を楽しもう～定員：100人　当日受け付け 和太鼓「かざぐるま」

１ 24 土 13:30～15:00

デュオたんと　新春コンサート
～オカリナ&サクソフォンとピアノ演奏で懐かしの名曲を楽しむ～
定員:60人　当日受け付け　対象:一般
※�リクエスト曲募集:１/9（金）までに鳴尾東公民館の所
定用紙に記入してリクエストBOXへ

森下　知子（オカリナ&サクソフォン）
大島　忠則（ピアノ&編曲）

鳴尾東公民館
℡49－1300

★ ２ 21 土 13:00～15:00

デコ巻きずしを作りましょう！
みてかわいい！たべておいしい！おひなさま
定員:20人　対象:一般（保護者同伴の場合小学生可）
申し込み：１月13日（火）9:00～来館または電話にて受け付け
材料費：500円（当日徴収）
持ち物:エプロン、三角巾、水分補給の飲み物

一般社団法人CraftLab
石原　当代

★ １ 17 土 10:00～13:30

くら�し・消費者講座「男の料理教室」�
・三色そぼろ丼　・豚肉と大根の重ね煮�
・青菜ともやしのごま酢和え　・豆腐とわかめの味噌汁

定員：12人　対象：男性（中学生以上）
申し込み：1月8日（木）�9:30～来館にて受け付け
材料費：900円（申込時）　場所：1階実習室

栄養士　工藤　惠子

学文公民館
℡41－6050

★ １ 30 金 10:00～12:00

環境・自然・科学講座�
～フォトフレームアレンジ～「ドライフラワーで簡単クラフト」
定員：20人　対象：一般
申し込み：1月15日（木）9:30～来館にて受け付け
場所：3階 講堂　　材料費：1500円（申込時）

＆fleur
　フラワーアレンジメント
　　前田　沙那

★ ２ 13 金 11:00～13:30

健康・福祉講座「食育を楽しむ会」
～たんぱく質でフレイル予防！～
テーマに沿ったお食事をいただきます
（注）ご飯は付いていません
定員：20人　対象：一般
申し込み：２月３日（火）9:30～来館にて受け付け
場所：１階 第１集会室　　材料費：700円（申込時）

滋賀医科大学客員准教授
　　食育グループHealthy＋
　　　代表　森　真理

１ 31 土 14:00～15:30 大河ドラマ　歴史講座　第２回「豊臣兄弟　太閤の片腕として」
定員：50人　当日受け付け

元西宮東高等学校教頭
霜澤　喜代子

高須公民館
℡49－1312２ ４ 水 10:30～11:45 音楽講座　バレンタインコンサート

定員：50人　当日受け付け 声楽家　山崎　小夜子

３ １ 日 13:30～15:00 音楽講座　歌のひろば
定員：80人　当日受け付け うたごえサークル　あおいそら

【地域医療講座】講師：明和病院医師など（明和病院の協力を得て開催している講座です）

２ 9 月 14:00～15:30 「地域医療講座」～睡眠時無呼吸の話～
定員：60人　当日受け付け

耳鼻咽喉科
部長　奥中　美恵子

鳴尾公民館
℡47－3838

広告

HOMEY
“専門職がいるデイ”

リハビリデイサービス甲子園
〒663-8176　西宮市甲子園六番町19-3-101  TEL:0798-42-8470　FAX:0798-42-8471
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